
わずか1ヵ月でモデルを構築し 、 高精度の予測情報を提供できるようになりました 。

事前に取得できると 「 有用」 なデータや情報について 、 お聞かせください 。

（ 予測情報を提供する事業者さまからの依頼で 、 専用モデル構築を行うケースが増えています ）

「 小麦防除適期予測」 の実施（ 山口県）

＜基準達成のための栽培方針（ 予測情報の需要） ＞

開花期直後の適切なタイミングで 「 適正量の追肥」 「 赤かび病防除」

を行う必要がある

＜モデルを構築し 、 予測情報を算出（ アグリライト研究所 実施） ＞

圃場ごとの 「 開花日」 と 「 必要な追肥構成」 予測データを 、 2週間前に提示

（ 令和5年産向けでは約1,400圃場が対象に実施）

子実タンパク含量基準 「 12% 以上達成比率」 が、

令和4年産 25％ → 令和5年産 56％ に向上

迅速 モデル構築サービス：植物（農作物）向け

「必要な栽培管理のタイミング予測」「収穫量予測」など
衛星データと農学専門性を活かした生育知見で、

貴社・貴機関専用の予測モデルを構築し、情報提供します。

技術概要

提供サービス例
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